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も の と して捉 える こ とはで きない 。村 と森 とは 差

異化 され っ っ も、ひ とつ の 「住 ま う1 空 間と して

捉 え られ るべ きで ある。

「文 字の な い 少 数民族」 の 変容一 ベ トナムの ム オ

ン人自身 によるム オン 語 の 表記 と 口 頭伝承 の 記述

　　　 　　　 大 泉 さや か （
一

橋 大 学大 学院 生）

　本発 表 は 、ベ トナ ム の ム オ ン 入 が 自 らの ロ
ー

マ

字表記 に よ っ て ム オ ン 語 を文宇化 し、口頭伝承 を

記 述す る動 き を取 り上 げる。近代 国家形成に 伴 う

文宇 ・正書法政 策 の 枠 外 に あ っ た 、少 数 民族 に よ

る 自発 的 な 自言語 文字化 の 試 み の 意 味 を考 察す

る こ とを 目的 とす る。

　 ム オ ン 人 （ベ トナ ム の 少数 民族）の ム オ ン 語 に

は 、 正 書法 も広 く受 け入れ られ た表 記法 もな く、

表 記 の 習慣 もな か っ た （い わ ゆ る 「文 字 の な い 言

語 」）。 豊 　1960 年 代 以 降 、ベ トナ ム 政府 は 少数

民族言語に 文字 ・正 書法 を策定す る 主張 を出 して

い る。し か し、ム オ ン 語 は 、ベ トナ ム 語 と 「同源 」

で あ る こ となどを理 由に 正 書法が制定 され ず、国

家 に よ る文字 ・正 書法政策 の 枠外 に 置 か れ た。そ

の
一方 で 、ベ トナ ム 語 ・ク オ ッ ク グーに よ る読み

書 き を学 んだ ム オ ン 人 の 中か ら、自らム オ ン 語 の

ロ
ー

マ 宇 表記 を は じめ る者 が 出 て きた。

　 ム オ ン 人 自身 に よ る ム オ ン 語 文 字 化 の 具 体的

事例 と し て 、1）タ イ ン ボ ア省 の ム オ ン 人 で 、後 に

口 頭 伝承収集 家 と なっ た ヴオ ン
・ア イ ン の 事例、

2）発表 者 が 定着調 査 を行 っ た ホ ア ビ ン 省タ ン ラ

ク県 P 社 の 事例 を取 り上 げ る。

　 ヴオ ン ・ア イ ン （1944 年 〜） は 、1954 年 前 後

か ら、そ れ ま で 9 頭で 伝承 され て い た ム オ ン 語祈

祷文 を、祈祷 を勉強 す る父親の た め に 自らの ロ
ー

マ 字 表記 で 文 字化 し た。P 社 の ム オ ン 人祈祷 師 た

ち も、祈祷 の 勉 強の た め に 、ム オ ン 語 祈祷文 を 各

人 が 各人 な り の P 一
マ 字 表記で 文字化 し て い る。

祈祷 文 を書 き 取 っ た ノ
ー

トは あ く ま で 自分 （ヴオ

ン ・ア イ ン の 場合 は 父 親）が 参照する 、記憶の 補

助 の ため の 個人 的 な ノ
ー

ト ・表記 で あ る。

　 ヴオ ン
・

ア ィ ン が 行 っ て い た 自発 的 「文 字化 」

は 、主 に 1960 年 代以 降、「民 間文 学 」 収 集政策

と接続 され 、彼 の 表記 は 政策的文化 保存 の 道具 と

な っ た。1975 年、ム オ ン 語 「祈祷文 」 を ヴオ ン
・

ア イ ン らな り の 表 記 で 文宇化 し た 、『大 地 の 誕 生 、

水 の 誕 生 （ム オ ン 語版）』が刊行 され る 。 こ れ は 、

「民間文学 1 収集政策の 中で 、「祈祷文 1 を儀礼

の 場 か ら切 り離 し、ム オ ン 人 の 「文学」 「叙事詩 」

と し て 保存 し よ うとす る も の で あ っ た 。他 人 が

「読む 」 こ とを想 定 した表記 を 、言 語学 の 非 「専

門 家 1 な り に 目指 し て い た と見 られ る。

　 P 社 の 事例 にお い て は 、記憶 の 補助 の た め の 祈

祷文 ノ
ー

トは 、そ の 後、祈祷師だ けが 読む こ とが

許 され 、 継承す る こ と が で き る 「財産 」 「神 器 」

と して の ノ
ー

トに な っ た。新た な動き と して、P

社 で は 2007 年に 、忘れ られ つ つ あ るム オ ン 語歌

謡 を保存す る た め 、ム オ ン 語 歌謡教室 が 開か れ た。

こ こ で も、「子 孫 に継承す る た め 」、ム オ ン 人 が そ

れ ぞ れ の ロ ー
マ 宇表記 で 歌謡 の 文字 化を行 い 、書

き取 っ た ノ
ー

トを 「財産化 」 し て い る。現在 の と

こ ろ、各人 の ノ
ー

トが単独 で 流通 す る訳 で は なく、

音声 （音声化 され た祈祷 ・歌謡 ）を伴 っ て 教 え ら

れ て い る の で 、各人 が各 人 な りに表 記 して い て も

支障 は な い よ うで あ る 。

　 こ うし た 文字 ・正 書法 政 策 の 枠外 に 置か れ た ム

オ ン 語 に 対 し て 、非政策的な 理 由 か ら、「書 き手 」

に よ っ て 異 なる 非 統
一

的な表記 を 、言語 学 の 非

「専 門 家」で あ る ム オ ン 人 自身が 与 え る意 味を考

察す る こ とに よ り、文字 ・読 み書 き の 意 味 ・あ り

方 の 多様性 を 理 解す る こ と に つ な げた い 。

〈シ ン ポ ジ ゥム 1 ＞

「東南ア ジア現代文 学 の 眺望一 作家、歴 吏 、 社会 」

趣 旨説 明

　　　　　　　　　 青山亨 （東 京外 国語大 学）

　東 南ア ジ ア 研 究 の 歴 史を振 り 返 っ て み た と き 、

文学 の 研究は 、そ の 一角 に お い て 、も っ とも大 き

な流れ で こそなか っ たか もしれな い が 、確固 た る

位置 を 占め て き た 。東 南ア ジ ア 研 究 にお け る文学

研究 は 、文 学固有 の 問題群 を分析 す る試 み で あ っ

た ば か り で は な く、文 学 を通 し て 東 南ア ジ ア の 社

会 を 理 解す る た め の 探 求 の 試 み で も あ っ た
。 け だ

し文学は 社会 的な存在で あ る人 間 の 創造 物 で あ

り、言 語 と い う コ
ー

ドの 共 有 と読み 手 の 存 在 を前

提 と す る 以 上 、こ れ は 当 然 の こ と で あ ろ う。イ ン

ドネ シ ア の 作家プ ラ ム デ ィ ヤ は 、文 学 の 理 解 は人

間 の 理 解 で あ る 、と述 べ て い る が 、ま さ に東南ア

ジ ア の 文 学研 究 は 、文 学 を通 じ て 東 南 ア ジ ア の 社

会、そ こ に 生 を 営 む人 々 を 理 解 し よ うと努 め て き

た の で ある。
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